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 ぼくたちが住んでいるこの新潟。ここには，おいしい水があり，おいしい空気そして，

水がある。日本一の川もある。とても自然あふれた所。 
 しかし，ぼくは，このままの新潟では，だめだと思います。環境もととのっている，す

べてがととのっている。とてもすばらしい所です。 
 でも，この新潟は外国などには，あまりしらされていないなどで，これからの新潟国際

にしってもらえるほどの大都市にしなければならないと思います。東京だってこす大都市

にしたっていいと思います。 
 でも，大都市ばっかり中心ではなく自然も残していかなくてはいけない。そして，空気

の悪い都市ではなく，空気のいい都市でなくては，新潟とはかんじません。なのでぼくは，

大都市は大都市でも，自然あふれた大都市にすればいいと思います。たとえば，春夏秋冬

の自然を国際におしえてあげたり，みどりの日などに自然をつかっただしものをすればい

いのです。 
 そして，ここには，新潟まつりという大きな祭があります。このまつりをもっとにぎや

かなまつりにし，日本そして，外国などにひろがるまつりにすればいいのです。 
 そして，一年前にできたトキメッセだってあんなに広いのであればなにかできるはずで

す。たとえばそこを会場に外国とのこうりゅう会をしたりなどといろいろできるはずです。 
 そして，ほかのしせつでもいろいろできるはずです。やっぱりぼくは，新潟を外国など

にしらせるべきだと思います。こんなにすばらしい県なのに外国などにしられないなんて

おかしいと思います。なぜ東京が世界にしられるのでしょうか。それは，東京が日本の中

心だからです。新潟だって中心になれます。東京が中心だったもう一つの中心になればい

いのです。 
 まだまだくうそうのことですが，未来は，こうでなければならないと思います。 
 そしてぼくは，ふるさと新潟のこれからのゆきさきは国際的になるのだと思います。そ

うなるために新潟の人々にがんばってもらいたいです。 
 さいごにぼくは，ふるさとの新潟がとっても大好きです。 


